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NEWS 中高部／小学部／東洋英和幼稚園／大学付属かえで幼稚園
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季節の小窓
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特 集 1

池田 守男 理事長・院長追悼
特集 2

水澤 郁夫 新理事長就任
特集 3

大学・大学院紹介

ふ
う
え
ん

大学キャンパス
緑豊かな丘の上に広がる自然あふれるキャンパスは、四季折々美しい表情を見せてくれます

夏の間多くの方をお迎えし
た追分寮。秋には庭一面色
鮮やかな紅葉の絨毯が出現
します。（軽井沢追分寮）
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特
集
１池

田 

守
男 

理
事
長
・
院
長
追
悼

「
與あ
た

ふ
る
は
受う

く
る
よ
り
も
幸さ
い
は
ひ福
な
り
」

使
徒
言
行
録　

二
〇
章
三
五
節

「
喜
ぶ
人
と
共
に
喜
び
、
泣
く
人
と
共
に
泣
き
な
さ
い
。」ロ

ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙　

十
二
章
十
五
節

二
〇
一
三
年
五
月
二
〇
日
に
、
池
田
守
男
理
事
長
・
院
長
が

ご
病
気
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

池
田
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
英
和
で
の
お
働
き
に
深
く
感
謝
し
、

哀
悼
の
思
い
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

香
川
県
高
松
市
生
ま
れ
。

一
九
六
一
年
、
東
京
神
学
大
学
神

学
部
卒
業
後
、
株
式
会
社
資
生
堂
入

社
。
二
〇
〇
一
年
代
表
取
締
役
社
長
、

二
〇
〇
五
年
に
取
締
役
会
長
に
就
任

し
、
相
談
役
を
経
て
二
〇
一
三
年
四
月

よ
り
特
別
顧
問
。

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
に
学
校
法
人
東

洋
英
和
女
学
院
評
議
員
、
二
〇
〇
四
年

五
月
に
理
事
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
理

事
長
に
就
任
し
、
二
〇
〇
七
年
四
月
よ

り
院
長
を
兼
任
す
る
。

こ
れ
ま
で
内
閣
府
公
益
認
定
等
委
員

会
委
員
長
、経
団
連
評
議
員
会
副
議
長
、

東
京
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
日
本
商
工

会
議
所
特
別
顧
問
、
教
育
再
生
会
議
座

長
代
理
な
ど
の
公
職
を
歴
任
。

二
〇
〇
六
年
に「
日
本
宣
伝
大
賞
」、

「
新
渡
戸
・
南
原
賞
」を
受
賞
。
著
書
に

『
サ
ー
バ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
入
門
』

（
金
井
壽
宏
氏
と
の
共
著
）が
あ
る
。

学
院
内
で
は「
東
洋
英
和
楓
の
会
」を

創
設
し
、
学
院
関
係
者
を
深
い
絆
で
結

び
合
わ
せ
る
こ
と
に
努
め
た
ほ
か
、
常

設
の
学
院
史
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
、

『
カ
ナ
ダ
婦
人
宣
教
師
物
語
』を
刊
行

す
る
な
ど
、
歴
史
を
大
切
に
し
、
そ
こ

か
ら
学
院
が
進
む
べ
き
道
を
見
出
す

べ
き
と
し
た
。
ま
た
野
尻
で
の
野
外
教

育
の
意
義
を
深
く
理
解
し
、
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
の
改
築
を
行
っ
た
。
他
に
六
本

木
五
丁
目
西
地
区
の
再
開
発
に
つ
い
て

も
、
学
院
の
将
来
に
係
る
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
だ
。

日
本
基
督
教
団
銀
座
教
会
会
員
。

誕
生　

一
九
三
六
年
一
二
月
二
五
日（
金
）

洗
礼　

一
九
五
五
年
一
一
月
一
三
日（
日
）

召
天　

二
〇
一
三
年　

五
月
二
〇
日（
月
）

2007年5月11日 院長就任式

2008年7月 野尻キャンプサイトにて

2009年9月 東洋英和幼稚園にて

2013年4月2日 大学入学式
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特集 1　池田 守男 理事長・院長追悼

あ
な
た
の
蓋
棺
の
辞
を
、
私
が
書
く
こ

と
に
な
る
と
は
、
ま
こ
と
に
思
い
が
け

ぬ
こ
と
で
し
た
。
初
め
て
お
目
に
か
か
っ

た
の
は
、
神
の
ご
采
配
に
よ
っ
て
か
、
図

ら
ず
も
本
学
の
学
長
と
い
う
職
務
を
お

引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
東
洋
英
和

女
学
院
の
理
事
長
・
院
長
で
あ
る
あ
な
た

に
、
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
と
き
で
す
か
ら
、

い
た
だ
い
た
ご
厚
誼
は
、
そ
れ
ほ
ど
長

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
折
り
に
触
れ
て
、
お
人
柄
を
知
り
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
独
特
の
哲
学
を
知

る
に
及
ん
で
、
同
い
年
生
ま
れ
、
数
ヶ
月

は
先
輩
の
私
で
す
が
、
教
え
を
い
た
だ

く
こ
と
の
多
い
年
月
で
し
た
。

マ
タ
イ
に
よ
る
と
、
イ
エ
ス
は
、
い
わ

ゆ
る
山
上
の
垂
訓
の
後
、「
地
の
塩
・
世

の
光
」の
件
で
、
こ
う
言
わ
れ
た
、
と
あ

り
ま
す「
あ
な
た
方
は
世
の
光
で
あ
る
、

山
の
上
に
あ
る
町
は
、
隠
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
」。
こ
の「
山
の
上
の
町
」と
い

う
表
現
、
英
語
で
の〈City upon a hill

〉

は
、
今
で
は
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
が
、
自

国
を
賛
美
し
、
あ
る
い
は
自
国
の
掲
げ

る
理
想
を
語
る
と
き
の
、
専
用
句
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
む
し

ろ
自
分
に
従
う
人
間
一
人
一
人
に
当
て

は
ま
る
こ
と
と
し
て
、
イ
エ
ス
は
説
か

れ
た
と
私
は
信
じ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

表
現
に
接
す
る
度
に
、
私
は
、
池
田
さ
ん
、

あ
な
た
を
思
い
出
す
の
で
す
。
あ
な
た

は
、
穏
や
か
に
、
常
に
人
の「
下
」に
あ
る

姿
勢
を
崩
さ
ず
、
し
か
し
、
毅
然
と
し
て

事
に
当
た
る
、
そ
の
姿
が
、
自
ず
か
ら

光
り
を
放
ち
、
人
々
か
ら
仰
ぎ
見
ら
れ

る
存
在
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
資
生
堂
と
い
う
大
き
な
組
織
に
お

い
て
も
、
そ
う
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

池
田
さ
ん

今
、
あ
な
た
は
、
奥
様
と
共
に
天
に
召

さ
れ
て
、
残
さ
れ
た
私
ど
も
は
信
頼
す

る
リ
ー
ダ
ー
を
失
っ
て
、
戸
惑
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
あ
な
た
が
蒔
か
れ
た

種
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
な
か
に
根

を
下
ろ
し
、
花
を
咲
か
せ
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
、
永
遠
の
生
命
を
信
じ
る
も
の
で

す
が
、
永
遠
の
生
命
の
一
つ
の
形
は
、
一

人
の
人
間
の
残
し
た
思
念
が
、
理
想
が
、

周
囲
の
人
々
に
託
さ
れ
、
時
代
を
超
え

て
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
、

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
ご
遺
族
の
将
来
は
も
と
よ

り
、
私
ど
も
学
院
の
将
来
も
、
あ
な
た
が

天
か
ら
見
守
り
続
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

を
信
じ
、
失
わ
れ
た
空
白
を
哀
し
み
な

が
ら
も
、
前
に
進
ん
で
い
こ
う
と
す
る

私
ど
も
を
、
ど
う
か
お
助
け
く
だ
さ
い

と
願
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
々
の
祈
り

と
と
も
に
、
こ
の
拙
い
言
葉
を
、
御
霊
の

前
に
お
捧
げ
い
た
し
ま
す
。

台
風
接
近
の
日
、
戸
外
は
荒
れ
模
様

で
し
た
が
、
大
講
堂
内
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

仲
道
郁
代
さ
ん
に
よ
る「
シ
ョ
パ
ン
の
調

べ
」の
美
し
い
時
の
流
れ
と
温
か
い
雰
囲

気
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
シ
ョ
パ

ン
の
生
涯
を
語
り
な
が
ら
、
演
奏
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。「
東
洋
英
和
楓
の
会
」

発
足
後
の
二
年
目（
二
〇
一
〇
年
）の
六

月
、
初
め
て
講
演
会
を
開
催
し
、
秋
は
鑑

賞
行
事
と
し
て
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実

現
し
た
の
で
す
。
演
奏
会
終
了
後「
楓
の

会
役
員
総
会
」の
直
前
、「
楓
の
会
」生
み

の
親
の
池
田
先
生
は
、
な
に
か
陶
然
と
し

た
面
持
ち
で
椅
子
に
座
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
来
会
の
皆
様
が
喜
ば
れ
て
い
た
こ

と
を
伝
え
る
と
、
先
生
は
ア
ン
コ
ー
ル

演
奏
の「
ノ
ク
タ
ー
ン
第
二
〇
番
遺
作
」の

こ
と
に
触
れ
て
、「
昔
、
所
用
で
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
旅
し
た
時
の
こ
と
、
ワ
ル
シ
ャ

ワ
駐
在
の
日
本
大
使
の
招
待
を
受
け
訪
問

し
た
の
で
す
。
す
る
と
大
使
は
私
ひ
と

り
の
た
め
に
、
プ
ロ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
ピ

ア
ニ
ス
ト
に
よ
る『
シ
ョ
パ
ン
の
夕
べ
』を

催
し
て
く
れ
た
の
で
す
よ
」。
二
つ
の
演

奏
会
を
合
せ
味
わ
う
か
の
よ
う
、
と
て

も
幸
せ
そ
う
で
し
た
。

「
年
の
せ
い
か
涙
も
ろ
く
な
っ
た
」と

言
い
訳
を
さ
れ
な
が
ら
、
高
等
部
卒
業
生

の「
信
仰
・
希
望
・
愛
」に
感
動
し
て
目
を

う
る
ま
せ
、
小
学
部
生
た
ち
の
演
技
や
合

唱
に
、
ま
た
幼
稚
園
児
た
ち
が
口
を
い
っ

ぱ
い
開
け
て
一
生
懸
命
歌
う
さ
ま
に
、

涙
ぐ
む
こ
と
し
ば
し
ば
で
あ
り
ま
し
た
。

時
に
困
難
な
問
題
に
直
面
し
て
そ
の
事

実
と
状
況
の
報
告
を
す
る
と
、
先
生
は

理
解
と
納
得
が
ゆ
く
場
合
に
は
、
手
立
て

を
も
教
示
さ
れ
て「
責
任
は
私
が
取
り
ま

す
」と
明
言
さ
れ
た
。サ
ー
バ
ン
ト
・
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
一
端
を
垣
間
見
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。
初
め
て
野
尻
の
あ
の
桟

橋
に
立
た
れ
た
時
、
こ
こ
に
は「
場
の
力

が
存
在
す
る
」と
言
わ
れ
た
。
少
年
・
青

年
期
の
、
美
し
い
瀬
戸
内
の
海
と
自
然
の

原
体
験
と
、
後
の
外
海
の
大
自
然
の
威
力

や
美
の
体
験
か
ら
自
ず
と
生
ま
れ
た
洞

察
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

の
施
設
改
築
で
は「
中
途
半
端
な
も
の
を

造
る
な
」と
戒
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
先

生
に
は
幾
つ
も
の
教
会
か
ら
伝
道
講
演

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
遠
い
地
方

の
小
さ
な
教
会
で
あ
っ
て
も
、
時
間
が

許
す
限
り
一
つ
一
つ
に
応
じ
ら
れ
る
姿

勢
を
崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
心
に
は

若
き
日
の「
献
身
」の
時
か
ら
の「
伝
道
者

魂
」が
ず
っ
と
息
づ
い
て
い
た
の
で
す
。

今
、
私
は
言
い
知
れ
ぬ
喪
失
感
に
耐
え

か
ね
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
お
人

柄
の
方
に
お
仕
え
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

ま
し
た
こ
と
。
こ
れ
は
私
の
生
涯
に
お

け
る
幸
せ
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

池田 守男さん

追想　池田 守男先生

学長・副院長　村上 陽一郎

副院長　吾妻 國年

お
別
れ
の
言
葉
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特集 1　池田 守男 理事長・院長追悼

大宮溥牧師別れの言葉を述べてくださった方々池田 泰士様

二
〇
一
三
年
六
月
一
六
日（
日
）二
時
半

よ
り
、
中
高
部
の
新
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ク

レ
イ
グ
記
念
講
堂
に
て
池
田
理
事
長
・
院

長
の
追
悼
礼
拝
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
学

院
関
係
者
、
在
校
生
代
表
、
保
護
者
、
同

窓
生
、
ご
遺
族
な
ど
、
約
五
三
〇
名
が
参

列
し
て
共
に
礼
拝
を
守
り
、
池
田
先
生
へ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
式
辞
を
は
じ
め

お
別
れ
の
言
葉
を
伺
い
ま
し
た
。
池
田
先

生
が
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
在
校
生
に

よ
る
合
唱
の
澄
ん
だ
歌
声
は
、
先
生
の

許
に
も
届
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
一
粒
の
麦　

地
に
落
ち
て
死
な
ず
ば

一
粒
に
過
ぎ
ず
。
さ
れ
ど
そ
の
麦　

地
に

落
ち
て
死
な
ば
多
く
の
実
を
結
ぶ
な
り
」

と
の
聖
書
の
み
言
葉
ど
お
り
、
一
粒
の

麦
の
ご
と
く
全
身
全
霊
を
も
っ
て
社
会

の
た
め
に
、
ま
た
東
洋
英
和
の
た
め
に

ご
奉
仕
く
だ
さ
っ
た
池
田
先
生
の
生
き

方
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
先
生
へ
の

思
い
と
感
謝
の
気
持
ち
を
深
く
す
る
時

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
ご
遺
族
を
代

表
し
て
ご
長
男
の
泰
士
様
よ
り
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

池
田 

守
男 

理
事
長
・
院
長 

追
悼
礼
拝
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特集 2　水澤 郁夫 新理事長就任

特
集
２水

澤 
郁
夫 

新
理
事
長
就
任

私
と
東
洋
英
和
女
学
院
と
の
出
会
い

こ
の
た
び
は
図
ら
ず
も
東
洋
英
和
女
学
院
の

理
事
長
に
選
出
さ
れ
、
七
月
一
日
に
就
任
し
た
水

澤
郁
夫
で
あ
り
ま
す
。
当
学
院
で
は
、
評
議
員
、

同
会
議
長
を
一
〇
年
程
度
や
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
そ
の
の
ち
ご
縁
が
あ
っ
て
か
常
務
理
事（
経

営
・
開
発
担
当
）と
し
て
前
理
事
長
を
補
佐
し
て

参
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
池
田

前
理
事
長
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
た
め
、
理
事
会
に

お
い
て
私
が
理
事
長
に
選
出
さ
れ
、
本
年
七
月
一

日
就
任
し
た
次
第
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
が
東
洋
英
和
女
学
院
を
知
る
と
こ
ろ

と
な
っ
た
の
は
、
一
九
四
八
年
九
月
一
三
日
、
私

の
一
六
才
の
と
き
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

日
、
私
が
か
つ
て
通
園
し
て
お
り
ま
し
た
埼
玉

県
大
宮
市
に
あ
り
ま
し
た
大
宮
愛
仕
幼
稚
園
の
園

長
先
生
の
エ
リ
ザ
ベ
ツ
・
ア
プ
タ
ン
先
生（
日
米

戦
争
で
一
時
米
国
帰
国
中
）が
、
日
本
に
戻
り
、

卒
業
生
が
歓
迎
会
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
中
学
四

年
生
の
私
も
参
加
し
た
の
で
す
。
そ
の
折
そ
の

会
場
で
あ
る
日
本
聖
公
会
大
宮
聖
愛
教
会
の
新
任

牧
師
と
同
夫
人
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
の

斉
藤
万
里
夫
人（
旧
姓
鈴
木
・
二
八
才
）が
東
洋
英

和
女
学
校
の
幼
稚
園
師
範
科
の
卒
業
生
だ
っ
た
の

で
す
。

私
は
そ
の
後
、
十
二
月
一
日
に
再
び
教
会
を
た

ず
ね
、
斉
藤
牧
師
と
同
夫
人
と
い
ろ
い
ろ
お
話

し
、
以
後
毎
週
日
曜
に
は
教
会
出
席
、
そ
の
年
の

十
二
月
二
五
日
に
洗
礼
を
受
け
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
そ
の
頃
、
大
宮
の
教
会
の
主
な
行

事
の
と
き
に
必
ず
現
れ
る
女
性
二
人
が
お
り
ま

し
た
。
一
人
は
荒
牧
富
士
子
さ
ん
、
今
一
人
は
南

沢
志
げ
さ
ん
で
す
。
お
二
人
と
も
東
洋
英
和
女
学

校
幼
稚
園
師
範
科
の
卒
業
生
ら
し
く
、
か
つ
牧
師

夫
人
斉
藤
万
里
先
生
の
親
友
で
、
こ
の
三
人
は
東

洋
英
和
出
身
の
幼
稚
園
教
師
の
三
羽
烏
と
自
他
と

も
に
称
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
二
人
は
牧
師
以
上
に
や
か
ま
し
く
、
常
に

お
祈
り
を
し
て
い
る
か
、
聖
書
を
し
っ
か
り
読

ん
で
い
る
か
、
な
ど
一
六
才
の
少
年
と
会
う
た

び
に
指
導
す
る
、
い
わ
ば
、「
う
る
さ
い
先
生
」で

し
た
。
こ
の
う
ち
荒
牧
先
生
は
、
東
洋
英
和
幼
稚

園
の
園
長
、
南
沢
先
生
は
、
の
ち
に
開
園
し
た
青

山
学
院
幼
稚
園
の
初
代
主
任
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

要
す
る
に
東
洋
英
和
女
学
院
は
、
私
の
一
六
才

の
と
き
出
会
い
、
少
年
の
生
き
方
を
示
し
続
け

て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
学
ん
だ
と
こ
ろ
な
の
で

す
。
今
八
二
才
の
私
は
、
い
さ
さ
か
の
ご
恩
返
し

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
羽
烏
が
私
に
言
っ
て
お
り
ま
す
。「
今
こ
そ

敬
神
奉
仕
の
と
き
よ
。
わ
か
っ
て
る
！
」。

池
田
理
事
長
・
院
長
が
逝
去
さ
れ
た
直
後
か
ら

理
事
長
代
行
と
し
て
お
働
き
く
だ
さ
っ
た
水
澤 

郁
夫 

経
営
・
開
発
担
当
常
務
理
事
が
、

二
〇
一
三
年
七
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■プロフィール
1955年青山学院大学経済学部商学科卒業、日本銀
行入行。1976年オリックスに入社、同社常務取締
役を経てオリックス生命保険株式会社取締役副社
長を務める。学院では1977年より評議員、2007年
より理事、常務理事（経営担当）。2013年5月より理
事長代行。青山学院評議員、北関東学園理事、聖公
会神学院理事も歴任。

新
理
事
長　

水
澤 

郁
夫
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Q
「
神
話
と
物
語
」の
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

A
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
日
本
な
ど
の

神
話
を
学
ぶ
だ
け
で
は
な
く
、
神
話
が
私
た
ち

現
代
人
に
と
っ
て
持
つ
意
味
を
考
え
ま
す
。
現
在

は
三
人
の
教
員
で
担
当
し
て
い
ま
す
が
二
〇
一
四

年
度
か
ら
は
七
人
で
担
当
し
ま
す
の
で
、
よ
り

多
面
的
に
な
り
ま
す
。

Q
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
神
話
は
ど
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
粘
土
板
文
書
に
楔
形
文
字
で
書
か
れ
て
い
ま

す
。楔
形
文
字
の
最
初
は
絵（
記
号
）文
字
で
し
た
。

た
と
え
ば「
星
」の
絵
文
字
に
よ
っ
て
星
だ
け
で

な
く
神
も
表
し
ま
し
た
。
粘
土
に
書
き
や
す
い

よ
う
に
次
第
に
変
化
し
て
最
終
的
に
楔
形
文
字

に
な
り
ま
し
た
。
楔
形
文
字
で
書
か
れ
た
言
語
は

一
五
ほ
ど
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
最
も
多
い
の
は

ア
ッ
カ
ド
語
で
す
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
神
話
で
あ

り
、
世
界
最
古
の
長
編
叙
事
詩
で
も
あ
る『
ギ
ル

ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』（
標
準
版
）は
ア
ッ
カ
ド
語
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。

Q
楔
形
文
字
は
解
読
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

A
ア
ッ
カ
ド
語
は
一
九
世
紀
半
ば
に
解
読
さ
れ

ま
し
た
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
ア
ラ
ビ
ア
語
と
同
じ

セ
ム
系
言
語
で
す
。
そ
し
て
一
八
七
二
年
に
は
大

英
博
物
館
に
収
め
ら
れ
た
粘
土
板
文
書
の
一
つ

に「
ノ
ア
の
箱
船
」と
よ
く
似
た
洪
水
神
話
が
見
つ

か
っ
て
大
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』の
最
後
の
第
十
一
書
板

で
し
た
。

Q
ど
ん
な
内
容
の
叙
事
詩
で
し
ょ
う
か
。

A
主
人
公
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
、
冒
険
を
共
に
し

た
親
友
エ
ン
キ
ド
ゥ
の
死
を
深
く
悲
し
み
、
自

分
も
い
ず
れ
死
ぬ
こ
と
恐
れ
て「
死
生
の
秘
密
」

を
探
る
旅
に
出
ま
す
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
の
名
に

は
神
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す「
限
定
詞
」と
し
て

「
神
」の
文
字
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ギ
ル
ガ
メ

シ
ュ
は
三
分
の
二
が
神
、
三
分
の
一
が
人
間
と

さ
れ
ま
す
が
、
人
間
の
部
分
の
せ
い
か
死
す
べ

き
存
在
で
し
た
。
こ
の
神
話
は
と
て
も
奥
が
深

大
学

■プロフィール
東京大学文学部宗教学科卒業。同
大学院宗教学専攻修士課程修了。
ハイデルベルク大学アッシリア学
科修了（Dr. phil.）。専門は宗教学、
死生学、アッシリア学、旧約聖書学。
近著に『世界の歴史1　人類の起
原と古代オリエント』中央公論新
社、文庫版（共著）、「ポニョの海の
中と外」国際宗教研究所編『現代宗
教2012』秋山書店、「洪水神話の
文脈 『̶ギルガメシュ叙事詩』を中
心に」日本宗教学会編『宗教研究』
373号など。

おもしろ授業
神話と物語

 Myths and Narratives 

人
間
科
学
部
教
授

渡
辺 

和
子

く
、
読
む
た
び
に
何
か
新
し
い
点
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。
授
業
で
は
こ
の
神
話
を
一
通
り
理
解

し
た
後
で
、
学
生
各
自
が
こ
の
神
話
と
類
似
し

た
テ
ー
マ
を
も
つ
作
品（
小
説
、
映
画
な
ど
）を
見

つ
け
て
比
較
す
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。
授
業
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
の
ア
イ
デ
ア
を

発
表
し
て
話
し
合
い
な
が
ら
独
創
的
な
レ
ポ
ー

ト
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
ジ
ブ
リ
作
品
と
比
較
す
る

学
生
も
い
ま
す
。
古
代
神
話
と
比
較
で
き
る
現
代

の
作
品
が
あ
る
の
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
人
間

が
必
要
と
す
る
も
の
が
物
語
の
な
か
に
込
め
ら

れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
私
自
身
も
さ
ま
ざ
ま
な

比
較
を
試
み
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
禅
宗
の

教
科
書
の
一
つ
、『
十
牛
図
』（
中
国
、
十
二
世
紀
）

や
、
現
代
日
本
の
絵
本『
く
ま
と
や
ま
ね
こ
』（
文
・

湯
本
香
樹
実
／
絵
・
酒
井
駒
子
、
河
出
書
房
新
社
）

と
比
較
し
ま
し
た
。

楔形文字の説明（渡辺先生による）

ギルガメシュの名は楔形文字でこのよ
うに書かれています。左からに右に
読みます。
最初（一番左）の文字は「神」を表しま
すが、ここでは次に続く3文字による
「ギルガメシュ」が神名であることを示
す「限定詞」としてつけられています。

ほとんどの楔形文字は絵文字から発展
しました。初めは「星」を表す絵文字を
書いて「神」をも表しましたが、粘土に
書きやすいように発展して、最終的な
楔形文字の形になりました。

＝ギルガメシュ

dGIŠ －gim－maš
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か
え
で
給
費
奨
学
金
と
い
う
か
た
ち
で
、
こ

の
二
年
間
の
学
生
生
活
を
評
価
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
は
、
か
え

で
祭
実
行
委
員
会
へ
の
所
属
や
語
学
留
学
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
一
方
、
勉
強
が
学
生

の
本
分
だ
と
も
考
え
て
い
る
の
で
、
日
頃
の
授

業
も
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
在
日
難
民

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
、
夏
に
は
研
修
旅
行
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
。
奨
学
生
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
楽
し
く
充
実
し
た

毎
日
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
サ
ー
ク
ル
は
、
保
育
子
ど
も
学
科
を

中
心
に
、
子
ど
も
や
お
も
ち
ゃ
に
興
味
の
あ
る

学
生
が
週
に
二
回
ほ
ど
昼
休
み
に
部
室
に
集
ま

り
、
主
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
か
え
で
祭
に
向
け

て
お
も
ち
ゃ
づ
く
り
を
し
た
り
、
準
備
を
進
め

た
り
し
て
い
ま
す
。
布
を
使
っ
て
作
る
ま
ま
ご

と
セ
ッ
ト
や
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど

の
廃
材
を
使
っ
て
作
る
お
も
ち
ゃ
等
、
部
員
そ

れ
ぞ
れ
が「
面
白
そ
う
」「
作
っ
て
み
た
い
」と
感

じ
た
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。

か
え
で
祭
で
は
、
魚
釣
り
コ
ー
ナ
ー
や
制
作

コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
魚
釣
り
は
人
気
で
、
幅

広
い
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
魚

を
釣
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
制
作
コ
ー

ナ
ー
で
は
参
加
し
た
子
ど
も
の
興
味
や
発
達
に

合
わ
せ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
授
業
や
実
習
で

の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
大
学
の
文
化
祭
で
あ
る
か
え
で
祭

で
の
活
動
を
主
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
一
二

年
度
に
は
横
浜
市
青
葉
区
の
え
だ
福
祉
ホ
ー
ム
さ

ん
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
で
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
作
り
や
魚
釣
り
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
ク

リ
ス
マ
ス
会
に
遊
び
に
来
た
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
く
制
作
や
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
積
極
的
に
校
外
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

かえで給費奨学金とは、3年次を
対象とした返還不要の奨学金
です。選考にあたっては、スカ
ラシップ入学生以外の学生の中
から、1・2年次の成績のほか、
人物的に優れ、学内の課外活動
などに積極的に参加している学
生を対象にしています。

支 給 額
年額24万円
（原則として4年次も継続）

採用人数
毎年3年次生15名、4年次生15
名の計30名を限度とする。

9月28（土）・29日（日）にみなとみらい21地区で開催され
るヨコハマ大学まつりにWendy Houseも参加します（28
日）。他にも東洋英和の講座やパフォーマンスがあります
ので、詳しくは、ヨコハマ大学まつりのサイトなどをご覧く
ださい（大学ホームページにもリンクが貼ってあります）。

人
間
科
学
部
保
育
子
ど
も
学
科
四
年

かえで祭実行委員
会講演会チーフを
務める井上さん

えだ福祉ホームさんでのクリスマス会で作ったクリスマスカード（参加した子ど
もの作品）。カードは福祉ホームの利用者さんが手作りしたはがきを使わせて
いただきました

「おもちゃランド」
準備風景。魚釣り
は大きなビニー
ルシートを海に見
立てて遊びます

川
角 

さ
え

学生サポート紹介
かえで給費奨学金

クラブ紹介
おもちゃサークル Wendy House

国
際
社
会
学
部
国
際
社
会
学
科
三
年 

井
上 

柚

か
え
で
給
費
奨
学
金
の
給
費
を
受
け
て
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活
躍
さ
れ
て
い
る
大
先
輩
、
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ

て
い
る
主
婦
の
方
々
、
学
部
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
と
多
士
済
々
。
医

学
、
教
育
分
野
、
経
済
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
な
ど
の
専
門
家
が
い
ら
し
て
、
多
様
な
意

見
が
飛
び
交
う
授
業
は
、
さ
な
が
ら
有
識
者
会
議

を
彷
彿
と
さ
せ
る
光
景
で
あ
っ
た
。
担
当
の
先
生

方
も
、
学
生
の
自
由
闊
達
な
議
論
を
尊
重
し
て
く

だ
さ
り
、
全
員
が
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、
主
体
者

の
自
覚
で
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
た
。

た
だ
し
、
本
当
の
勝
負
は
、
修
士
論
文
の
作
成

で
あ
っ
た
。
社
会
人
学
生
で
あ
っ
た
た
め
、
物
理

的
に
時
間
を
取
る
事
が
困
難
に
な
り
、
何
度
も

心
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
最
後

ま
で
初
志
貫
徹
で
き
た
の
は
、
指
導
教
員
の
滝
澤

先
生
が
、
根
気
よ
く
叱
咤
激
励
し
て
く
だ
さ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

現
在
、
保
険
会
社
の
海
外
旅
行
保
険
を
扱
う
部

署
で
世
界
中
か
ら
飛
び
込
む
あ
ら
ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル

に
対
応
す
る
日
々
で
あ
る
。
社
会
人
学
生
に
か
く

も
高
レ
ベ
ル
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ

た
東
洋
英
和
に
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
卒
業
し
、
ア
フ
リ
カ
の
政

治
研
究
を
志
し
て
い
た
私
は
、
二
〇
〇
九
年
春
、

説
明
会
に
参
加
し
た
。
教
員
の
皆
様
の
情
熱
と
社

会
人
在
校
生
の
方
々
が
懸
命
に
奮
闘
さ
れ
て
い

る
姿
に
大
い
に
触
発
を
受
け
た
こ
と
を
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。

入
学
後
、
毎
回
の
授
業
は
驚
き
の
連
続
で
あ
っ

た
。
机
を
並
べ
た
面
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

国
際
協
力
研
究
科
国
際
協
力
専
攻

二
〇
一
二
年
九
月
修
了 

向
学
の
志
高
く

船
木 

大

■プロフィール
東京海上日動グループ
インターナショナルアシ
スタンス株式会社勤務。
1982年生まれ。東京都出
身。テンプル大学教養学
部卒業。東洋英和女学院
大学大学院国際協力研究
科修了。

恩師の滝澤先生、共に切磋琢磨し
た同期生と、卒業謝恩会にて（一番
右が本人）

私
自
身
、
東
洋
英
和
で
の
修
士
課
程
の
二
年
間

は
、
こ
の「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」で
実
習
生
と
し
て

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
実
習
を
通
し
て
、

相
談
に
訪
れ
る
人
の
心
に
寄
り
そ
う
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
考
え
る
機
会
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
同
時
に
自
分
の

心
に
向
き
合
う
厳
し
い
作
業
で
も
あ
り
、
臨
床

心
理
学
領
域
の
先
生
方
や
相
談
室
の
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
、
そ
し
て
同
じ
大
学
院
生
の
仲
間
の
見
守
り

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

修
了
後
は
、
先
輩
・
後
輩
を
問
わ
ず
、
東
洋
英

和
の
修
了
生
と
仕
事
先
で
思
い
が
け
ず
一
緒
に

な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
東
洋
英
和

と
し
て
の
縁
を
感
じ
る
と
共
に
、
あ
の
忙
し
く

充
実
し
た
短
い
二
年
間
の
中
に
、
自
分
の
心
理
士

と
し
て
の
原
点
と
な
る
よ
う
な
、
心
の
体
験
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
詰
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
改

め
て
思
い
ま
す
。
修
士
課
程
の
二
年
間
が
、
今
後

の
心
理
士
と
し
て
の
自
分
を
い
つ
ま
で
も
支
え

て
く
れ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
今「
東
洋
英
和
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」で
心
理

士
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
電
話
の
受
付
に
始

ま
り
、
窓
口
で
の
対
応
、
初
回
面
接
、
継
続
し
て

お
会
い
し
て
い
く
面
接
と
い
っ
た
、
相
談
室
に

来
ら
れ
る
方
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
接
す
る
仕

事
の
他
に
、
臨
床
心
理
学
領
域
の
大
学
院
生
の
実

習
を
、
相
談
室
と
い
う「
現
場
」で
サ
ポ
ー
ト
す
る

と
い
う
役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。

人
間
科
学
研
究
科
人
間
科
学
専
攻
臨
床
心
理
学
領
域

二
〇
〇
八
年
三
月
修
了

心
理
士
と
し
て
の「
原
点
」

中
村 

麻
里
子

■プロフィール
東洋英和女学院大学嘱託
講師。臨床心理士。1976
年生まれ。慶應義塾大学
文学研究科哲学専攻博士
課程単位取得退学。東洋
英和女学院大学大学院人
間科学研究科修了。小児
病院や精神科クリニック
などの勤務を経て現職。

相談室は大学院棟地下2階にあります。
静かで心落ち着ける空間になるよう配
慮しています

修
了
生
に
よ
る
研
究
科
紹
介
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■
第
一
回
開
催
日　

テ
ー
マ
／「
女
子
教
育
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
の
役
割
」

一
〇
月
二
〇
日（
日
）

場
所
／
新
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ク
レ
イ
グ
記
念
講
堂（
六
本
木
校
地
）

パ
ネ
リ
ス
ト
／
内
田 

樹　

神
戸
女
学
院
大
学
名
誉
教
授　
　
　
　
　
　

 

村
上 

陽
一
郎　

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
学
長

モ
デ
レ
ー
タ
／
三
砂 

ち
づ
る　

津
田
塾
大
学
教
授

■
第
二
回
開
催
日　

テ
ー
マ
／「
女
子
大
学
の
こ
れ
か
ら
」

十
一
月
一
七
日（
日
）

場
所
／
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
会
議
セ
ン
タ
ー
五
階
五
〇
三

パ
ネ
リ
ス
ト
／
秋
岡 

陽　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
学
長

 

福
井 

一
光　

鎌
倉
女
子
大
学
学
長

 

村
上 

陽
一
郎　

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
学
長

モ
デ
レ
ー
タ
／
阿
川 

佐
和
子　

作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  （
敬
称
略
）

開
催
時
間
／
両
日
と
も
一
三
時
〜
一
七
時

対
象
／
高
校
生
、
大
学
生
を
含
む
一
般
の
方
々

両
日
と
も
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
先
／
大
学
総
務
課（
電
話
〇
四
五
・
九
二
二
・
五
五
一
一
）

詳
し
く
は
決
定
次
第
、
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
で
は
、
東
洋
英
和
女
学
院
の
大
学
、
旧
短
期
大
学
、
中
学
部
・

高
等
部
卒
業
生
の
御
息
女
、
御
孫
様
、
御
姉
妹
、
在
学
生
の
御
姉
妹
を
対
象
と
し
た
入

試
を
実
施
し
ま
す
。

資
料
を
ご
希
望
の
方
は
、
大
学
入
試
広
報
課（
電
話
〇
四
五
・
九
二
二
・
五
五
一
二
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
出
願
期
間　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
七
日（
月
）〜
一
〇
月
一
八
日（
金
）消
印
有
効

■
試
験
日　
　

二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
七
日（
日
）

■
選
抜
方
法　

書
類
審
査
と
面
接
試
験
の
総
合
評
価

東洋英和女学院大学シンポジウムのお知らせ
「これからの社会と女子教育」

同窓生子女枠特別推薦
入学試験のご案内

昨
年
後
期
は
六
本
木
で
、
今
年
は
前
期
横
浜
で
、

そ
れ
ぞ
れ
東
京
都
港
区
民
、
横
浜
市
民
の
皆
さ
ん

と
、
国
際
情
勢
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
六
本
木
で

は「
ア
ラ
ブ
の
嵐
」、
横
浜
で
は「
揺
れ
る
北
東
ア

ジ
ア
の
国
際
関
係
」に
つ
い
て
。
毎
日
の
新
聞
や

テ
レ
ビ
に
、
勉
強
の
材
料
が
転
が
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
ラ
ブ
の
春
」な
ら
ぬ「
ア
ラ
ブ
の
嵐
」は
今
も
吹

き
荒
れ
て
い
ま
す
。
シ
リ
ア
の
情
勢
は
泥
沼
化

し
、
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
明
か
り
が
見
え
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
こ
こ
に
来
て
今
ま
で
安
定
し
て
い
た
ト

ル
コ
も
、
連
日
の
大
規
模
な
民
衆
の
デ
モ
で
、
お

か
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
ト
ル

コ
は
ア
ラ
ブ
で
は
な
く
、
ま
た
こ
の
国
の
場
合
、

一
昨
年
初
頭
来
の「
ア
ラ
ブ
の
春
」と
は
無
関
係
と

の
見
方
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。
北
東
ア
ジ
ア
に
目

を
転
じ
る
と
、
消
化
し
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
連
日

ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
台
頭
す
る
中

国
の
一
挙
手
一
投
足
は
、
国
際
政
治
、
国
際
経
済

上
世
界
の
最
大
の
関
心
事
に
な
っ
て
い
る
し
、
ア

メ
リ
カ
と
の
間
で
太
平
洋
を
分
割
す
る
な
ど
と

い
う
、
海
洋
国
家
日
本
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い

構
想
も
本
気
で
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
緊
急
課
題

と
し
て
、
尖
閣
な
ど
を
め
ぐ
る
日
中
間
の
緊
張
関

係
は
、
扱
い
を
間
違
う
と
、
大
変
な
事
態
に
発
展

し
か
ね
ま
せ
ん
。
毎
日
採
れ
た
て
の
材
料
を
料
理

す
る
―
―
そ
れ
が
国
際
情
勢
を
学
ぶ
魅
力
で
す
。

国
際
情
勢
を
追
い
、予
測
す
る

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
客
員
教
授

元
本
学
国
際
社
会
学
部
教
授

津
守 

滋

2013年度　後期講座　申込受付中
横浜、六本木キャンパスにおいて、文芸・
教養、語学、音楽・アート、スポーツ・フィッ
トネス、子育て等の分野から100以上の講
座を開講します。「日本史の検討」「アジア
太平洋の地域主義の動向と日本外交」「の
びのび君体操とエクササイズウォーキング」
「横浜市民大学」「英和学入門」「こころの相
談室から」等、後期から始まる講座もござ
います。資料のご請求、お申し込みは生涯
学習センター事務室までお問い合わせく
ださい。
生涯学習センター TEL：045-922-9707

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

講
座
紹
介

特集 3　大学・大学院紹介
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中高部

中学部 高等部　宗教活動委員会

す
る
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
委
員
は
こ
の

会
の
司
会
を
し
ま
す
。

夏
休
み
、
冬
休
み
が
終
わ
っ
た
直
後
に
外

国
コ
イ
ン
を
集
め
て
い
ま
す
。
い
つ
も
は
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
お
渡
し
し
て
い
ま
す

が
、
ユ
ニ
セ
フ
大
使
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
黒
柳

徹
子
さ
ん
が
来
校
さ
れ
た
時
は
、
黒
柳
さ
ん

に
直
接
お
渡
し
し
、
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

「
口
と
足
で
描
く
芸
術
家
協
会
」と
い
う
団

体
が
あ
り
ま
す
。
生
ま
れ
な
が
ら
・
事
故
・

難
病
な
ど
の
理
由
で
、
手
の
自
由
を
失
っ
た

方
々
の
自
立
を
支
援
す
る
国
際
的
な
団
体
で

す
。
委
員
は
、
芸
術
家
協
会
会
員
が
口
と
足

で
描
い
た
絵
画
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
文
具
や

日
用
雑
貨
を
委
託
販
売
し
て
協
力
し
て
い
ま

す
。
六
月
に
は
学
内
向
け
に
、
楓
祭
で
は
学

外
の
方
々
に
も
販
売
し
ま
す
。

楓
祭
に
は
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
世
界

各
国
の
聖
書
の
展
示
、
聖
書
ク
イ
ズ
の
実
施
、

さ
ら
に
は
委
員
が
司
会
や
奨
励
を
担
当
し
て

礼
拝
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
手
作
り
オ
ー

ナ
メ
ン
ト
な
ど
も
販
売
し
、
そ
れ
ら
の
収
益

金
は
生
徒
会
で
ま
と
め
ら
れ
、
二
〇
一
二
年

度
は「
あ
し
な
が
育
英
会
東
日
本
大
震
災
津

波
遺
児
基
金
」に
送
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
前
に
、
正
面
玄
関
と
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
ご
降
誕
セ
ッ
ト
を
置

き
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
飾
り
付
け
を
し

て
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
準
備
を
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
に「
お
米
の
一
握
り
運
動
」

を
展
開
し
ま
す
。
こ
れ
は
全
校
生
徒
に
呼
び

か
け
、
お
米
を
一
握
り
ず
つ
持
っ
て
来
て
も

ら
う
と
い
う
企
画
で
、
二
〇
一
二
年
度
は
集

め
た
お
米
を
被
災
地
支
援
団
体
と
ホ
ー
ム
レ

ス
支
援
団
体
へ
お
送
り
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
は
献
金
が
あ
り
ま
す
が
、

各
ク
ラ
ス
で
集
め
、
ク
リ
ス
マ
ス
讃
美
礼
拝

で
さ
さ
げ
る
の
も
委
員
の
仕
事
の
一
つ
で
す
。

委
員
の
主
な
働
き
は
前
述
し
た
通
り
で
す

が
、
高
等
部
の
委
員
長
に
な
る
と
生
徒
総
会
、

体
育
祭
、
楓
祭
な
ど
の
諸
行
事
で
開
会
祈
祷

な
ど
も
担
当
し
ま
す
。

宗
教
活
動
委
員
会
は
、
生
徒
側
か
ら
の
建

学
の
精
神
の
具
体
化
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
活
動
内
容
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
委
員
会
で
よ
く
検

討
し
、
そ
の
時
々
の
必
要
に
応
え
つ
つ
活
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
会
の
一
つ
の
組
織
と
し
て「
宗
教
活

動
委
員
会
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
建
学
の

精
神
を
具
体
化
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
か
か

わ
る
活
動
を
展
開
す
る
委
員
会
で
す
。
今
回

は
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
一
人
ず
つ
選
ば
れ
た

委
員
た
ち
の
主
な
活
動
内
容
を
紹
介
い
た

し
ま
す
。

中
高
部
で
は
、
毎
朝
礼
拝
を
行
っ
て
い
ま

す
。
小
講
堂
と
大
講
堂
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講

堂
へ
ク
ラ
ス
ご
と
に
移
動
す
る
時
、
先
頭
に

立
っ
て
誘
導
し
て
い
ま
す
。ク
ラ
ス
単
位
で
、

各
教
室
に
て
行
わ
れ
る
ク
ラ
ス
礼
拝
で
は
司

会
を
担
当
し
ま
す
。

毎
週
水
曜
日
、
朝
七
時
四
〇
分
か
ら
メ
モ

リ
ア
ル
チ
ャ
ペ
ル
で
、
生
徒
の
有
志
が
集
ま

り
、
そ
の
日
決
め
ら
れ
た
聖
書
箇
所
を
輪
読

クリスマス献金をささげます

オールメル販売

聖書輪読会：メモリアルチャペルで静かに祈りの時を持ちます

日本ユニセフ協会を訪問し、外国コインをお渡ししました

毎
朝
の
礼
拝

聖
書
輪
読
会
の
司
会

ユ
ニ
セ
フ
へ
の
協
力

楓
祭
へ
の
参
加

ク
リ
ス
マ
ス

そ
の
他

さ
い
ご
に

「
口
と
足
で
描
く
芸
術
家
協
会
」

（
通
称「
オ
ー
ル
メ
ル
」）へ
の
協
力

聖書科教諭 　髙橋貞二郎
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今
も
強
く
印
象
に
残
る
の
は
、
後
日
、
先

生
と
子
ど
も
た
ち
か
ら
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー

の
表
紙
を
リ
ボ
ン
で
綴
じ
た
お
礼
状
と
感
想

文
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
よ
り

ま
す
と
、
私
の
話
し
た
こ
と
で
子
ど
も
た
ち

が
一
番
驚
い
て
い
た
の
は
、
校
舎
内
に
歯
科

治
療
室
が
あ
っ
た
こ
と
の
よ
う
で
、そ
の
他
、

六
本
木
へ
の
交
通
手
段
が
都
電
し
か
な
か
っ

た
こ
と
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
先
生
が「
心
を
尽
く

し
て
」の
聖
句
を
い
つ
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

当
時
の
小※
１

学
科
は
今
の
中
高
部
と
同
じ
場

所
に
あ
っ
た
昔
の
校
舎
の
裏
側
一
、二
階
に

各
三
学
級
ず
つ
あ
っ
て
入
り
口
は
裏
側
に
あ

り
ま
し
た
。
教
室
は
小
さ
く
、
校
庭
は
女
学

校（
当
時
は
旧
制
で
五
年
制
の
中※
２

学
）と
一
緒

で
し
た
の
で
と
て
も
狭
か
っ
た
印
象
が
あ

り
ま
す
。

三
年
生
の
十
二
月
に
大
東
亜
戦
争
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。最
初
の
こ
ろ
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
陥
落
な
ど
の
勝
報
が
伝
え
ら
れ
る
と
学
校

全
員
で
旗
を
持
っ
て
宮
城（
皇
居
）ま
で
行
き

ま
し
た
。

今
の
小
学
部
が
あ
る
場
所
は
当
時
、
東
久

邇
宮
様
の
お
屋
敷
で
、
今
上
天
皇
陛
下
の
一

番
上
の
お
姉
様
で
あ
る
照
宮
様
が
お
輿
入
れ

し
た
時
に
旗
を
持
っ
て
並
ん
だ
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。

六
年
生
の
昭
和
一
九
年
九
月
に
は
東
京
中

の
小
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
、
児
童
は
縁
故
疎
開

ま
た
は
集
団
疎
開
と
な
り
ま
し
た
。

学
習
院
、
聖
心
、
東
洋
英
和
の
三
校
で
ど

う
し
て
も
東
京
に
残
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
児
童
だ
け
が
五
・
六
年
一
緒
で
一
つ
の
ク

ラ
ス
で
東
京
に
残
っ
て
青
山
学
院
で
勉
強
し

ま
し
た
。

昭
和
二
〇
年
八
月
に
よ
う
や
く
戦
争
が
終

わ
り
、
そ
の
後
少
し
ず
つ
疎
開
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い
お
友

だ
ち
に
は
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
は
居
ま

せ
ん
で
し
た
。

私
の
小
学
科
時
代
は
戦
争
の
た
め
に
大
変

な
目
に
遭
い
ま
し
た
が
、
今
の
小
学
部
の
子

ど
も
た
ち
は
広
い
教
室
と
広
い
校
庭
に
も

恵
ま
れ
、
と
て
も
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
皆
で
頑
張
っ
て
勉
強
し
て
東
洋
英

和
の
良
い
伝
統
を
受
け
継
い
で
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

小学部

3年社会科「東洋英和のあゆみ」を学んで

3
年
生
の
社
会
科
で
は
、
歴
史
学
習
の
導
入
と
し
て
、
東
洋
英
和
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

昨
年
度
は
、
学
習
を
深
め
る
た
め
に
卒
業
生
の
お
母
様
や
お
ば
あ
様
を
お
招
き
し
て
、
昔
の
学
校
の
様
子
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
と
昔
の
違
い
に
驚
い
た
り
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
り̶

̶

。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
お
話
が
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
い
た
よ
う
で
す
。

　

昭
和
二
六
年
高
等
部
卒
業

新（
旧
姓
：
松
野
）文
子

※ 

1
：
そ
の
後
、東
洋
永
和
女
学
院
付
属
初
等
学
校
を
経
て

昭
和
二
二
年
か
ら
小
学
部

※ 

2
：
昭
和
二
二
年
か
ら
新
学
制
と
な
り
中
学
部
、高
等
部

に
。
私
は
高
等
部
の
一
期
生

（上）お母様、おばあ様方へお礼　（下）熱心に聞く3年生

た
こ
と
、
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
の
先
生
か
ら
英

語
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
六
年
生
が

短
大
の
教
室
を
借
り
て
い
た
こ
と
、
先
生
が

礼
儀
作
法
、
言
葉
遣
い
に
厳
し
か
っ
た
こ
と

等
が
つ
づ
ら
れ
て
お
り
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が「
英
和
に
は
素
敵
な
歴
史
が
あ
る
こ
と

が
よ
く
わ
か
り
、
お
友
だ
ち
と
も
っ
と
仲

良
く
し
た
い
」と
書
い
て
く
れ
て
い
た
こ
と

で
、
私
の
拙
い
話
が
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ

て
い
た
こ
と
に
安
堵
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
、
授
業
が
終
わ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
が
私
の
周
り
に
集
ま
っ
て
き
て
、
私

が
襟
に
つ
け
て
い
た
ブ
ロ
ー
チ
に「
楓
の
ブ

ロ
ー
チ
だ
。
素
敵
！
」と
歓
声
。
屈
託
が
な
く
、

明
る
く
、
素
直
で
、
私
た
ち
の
頃
も
先
生
方

と
の
関
係
は
密
だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す

の
で
し
た
。

社
会
の
構
造
も
、考
え
方
も
、環
境
も
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
英
和
の

持
つ
何
と
も
い
え
な
い
温
か
な
雰
囲
気
は
、

授
業
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
昔
と
少
し

も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が「
皆
で
助
け
合
っ
て
仲
良

く
し
、
も
っ
と
良
い
学
校
に
し
て
、
素
敵
な

英
和
の
生
徒
に
な
り
た
い
」と
書
い
て
い
た

一
文
に
胸
が
熱
く
な
っ
た
こ
と
は
、
生
涯
の

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
高
等
部
卒
業

小
谷（
旧
姓
：
瓜
生
）美
智
子

三
年
生
に
語
っ
た
感
想

戦
争
を
乗
り
越
え
た
小
学
科
時
代
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こ
こ
数
回
、
こ
の
誌
面
で
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
か
ら
の
ご
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

『
木
登
り
』で
す
。

木
登
り
は
子
ど
も
た
ち
の
好
き
な

遊
び
の
ひ
と
つ
で
す
。
子
ど
も
は
自

分
が
登
れ
る
木
を
知
っ
て
い
ま
す
。

大
抵
の
子
ど
も
は
、
ま
ず
初
め
に
園

庭
の
木
の
中
よ
り
ヤ
マ
モ
モ
の
木
を

選
び
ま
す
。
そ
の
ヤ
マ
モ
モ
の
木
は
、

木
の
幹
の
下
の
方
か
ら
枝
が
左
右
へ

と
広
が
っ
て
い
る
の
で
、
手
足
を
か

け
や
す
く
、
少
し
登
る
と
枝
と
枝
の

間
に
ホ
ッ
と
身
を
置
く
事
が
で
き
ま

す
。
木
登
り
を
し
始
め
た
ば
か
り
の

子
ど
も
は「
も
う
少
し
上
ま
で
行
こ
う

か
」「
こ
の
辺
り
で
や
め
て
お
こ
う
か
」

「
こ
こ
か
ら
降
り
ら
れ
る
か
な
」と
、

慎
重
に
自
分
の
足
場
を
さ
ぐ
っ
て
い

き
ま
す
。

ヤ
マ
モ
モ
の
木
の
隣
に
は
、
イ
チ
ョ

ウ
の
木
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
目

線
程
の
高
さ
に
、
太
い
枝
が
あ
り
、

そ
こ
を
つ
か
ん
で
自
分
の
体
を
持
ち

上
げ
ま
す
。
そ
の
枝
は
、
他
の
枝
に

比
べ
て
表
面
が
滑
ら
か
に
す
べ
す
べ

と
し
て
い
て
、
こ
れ
ま
で
何
人
も
の

子
ど
も
た
ち
が
同
じ
枝
を
つ
か
み
、

足
を
掛
け
て
き
た
こ
と
を
思
わ
さ
せ

て
い
ま
す
。

な
か
ま
と
一
緒
に
話
し
な
が
ら
、

木
登
り
の
仕
方
を
伝
え
合
っ
て
い
る

子
ど
も
も
い
ま
す
。
年
長
組
の
子
ど

も
が
す
る
す
る
と
登
っ
て
い
る
様
子

を
、
木
の
根
元
か
ら
じ
っ
と
見
つ
め

て
い
る
年
中
組
や
年
少
組
の
姿
も
あ

り
ま
す
。
な
か
な
か
登
れ
ず
に
悲
し

ん
だ
り
怒
っ
た
り
す
る
子
ど
も
も
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
保
育
者
は
子
ど
も

の
体
を
抱
き
上
げ
て
登
ら
せ
て
あ
げ

る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。「
登
り
た
い
の

ね
」と
気
持
ち
を
受
け
止
め
そ
の
子
ど

も
と
一
緒
に「
い
つ
か
登
れ
る
よ
う
に

な
る
の
が
た
の
し
み
ね
」と
木
を
見
上

げ
た
り
コ
ツ
を
伝
え
た
り
し
て
そ
の

時
が
来
る
の
を
待
ち
ま
す
。
少
し
高

め
の
目
標
を
持
ち
、
そ
の
こ
と
が
実

現
で
き
た
時
の
喜
び
は
、
大
き
な
も

の
で
す
。

木
の
上
の
方
か
ら「
先
生
見
て
。
こ

こ
ま
で
登
っ
た
よ
。
空
が
な
ん
だ
か

近
い
よ
。
気
持
ち
が
い
い
な
」と
嬉
し

そ
う
に
呼
び
か
け
る
声
に
、
私
た
ち

は「
嬉
し
い
わ
ね
」と
応
え
喜
び
を
共

感
し
ま
す
。

東洋英和幼稚園

大学付属  か えで幼稚園

ようこそ　東洋英和幼稚園へ

木登りをする子ども

幼
稚
園
で
は
二
○
年
以
上
前
か
ら

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
寺
子
屋
を
建
て

る
運
動
を
し
て
い
る
、
ア
ジ
ア
キ
リ

ス
ト
教
教
育
基
金（
エ
イ
セ
フ
）の
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

五
月
に
エ
イ
セ
フ
の
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
側
の
代
表
の
ア
ル
バ
ー
ト
さ
ん

と
デ
ィ
コ
さ
ん
が
日
本
の
事
務
所

の
方
と
共
に
東
洋
英
和
幼
稚
園
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

五
歳
児
は
得
意
の
投
げ
ゴ
マ
や
け

ん
玉
な
ど
日
本
の
伝
承
遊
び
を
披
露

し
、
ア
ル
バ
ー
ト
さ
ん
は
ギ
タ
ー
の

伴
奏
で
ベ
ン
ガ
ル
語
の
歌
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
メ
ロ
デ
ィ
ー
か

ら「
大
き
な
栗
の
木
の
下
で
」と
、
子

ど
も
た
ち
は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
有
志
の
お
母
さ
ま
方
四

○
名
位
が
集
ま
り
、
デ
ィ
コ
さ
ん
か

ら
現
地
の
映
像
を
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
寺
子
屋
で
学
ん
だ
子
ど
も
た

ち
は
卒
業
後
、
職
業
訓
練
校
で
手
工

芸
品
作
り
を
習
い
、
手
に
職
を
つ
け

て
自
立
に
向
け
て
歩
み
ま
す
。
お
二

人
は
、
皆
さ
ま
方
の
協
力
が
継
続
し

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
、
と
結

ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
再
び
、
五
歳
児
の
子
ど
も

た
ち
と
交
わ
り
の
時
を
持
ち
ま
し

た
。「
な
べ
な
べ
そ
こ
ぬ
け
」の
わ
ら
べ

う
た
を
歌
っ
て
踊
っ
た
後
、
ア
ル
バ
ー

ト
さ
ん
は
写
真
を
用
い
て
、
寺
子
屋

に
通
う
オ
ヨ
ン
く
ん
の
生
活（
服
装
・

食
事
・
寝
る
場
所
・
勉
強
風
景
な
ど
）

を
教
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
異
国
の

地
に
い
る
オ
ヨ
ン
く
ん
を
身
近
に
感

じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
寺
子
屋
で

は
文
房
具（
鉛
筆
・
ク
レ
ヨ
ン
）が
足

り
な
い
の
で
集
め
る
お
手
伝
い
を
し

て
ほ
し
い
、
と
話
さ
れ
、
最
後
に「
ド

ン
ナ
バ
ッ
ト
」（
あ
り
が
と
う
）の
言
葉

を
お
互
い
に
交
わ
し
て
、
お
帰
り
に

な
り
ま
し
た
。

神
さ
ま
に
よ
っ
て
繋
が
る
友
だ
ち

の
こ
と
を
覚
え
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
続
け
て
い
く
大
切
さ
を
確
認

し
、
祈
り
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

木登りする子どもたち

アルバートさんのギター伴奏で、ディコ
さんと歌を披露してくださいました

オヨンくんの写真をじっと見る子どもたち
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■
入
学
式　

4
月
10
日（
水
）

気
持
ち
の
よ
い
気
候
の
も
と
、

全
校
児
童
と
と
も
に
八
〇
人
の

新
入
生
を
講
堂
で
お
迎
え
し
ま

し
た
。

■
春
の
遠
足　

4
月
26
日（
金
）

学
年
に
よ
っ
て
行
き
先
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
異
な
り
ま
す
が
、
よ

い
親
睦
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

■
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
礼
拝　

　

5
月
15
日（
水
）

千
代
田
教
会
の
太
田
春
夫
先
生

を
お
招
き
し
て
、「
こ
と
ば
の
ち

か
ら
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
神
様
の
愛
を
示
し
、「
世
の
光
・

地
の
塩
」と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

■
運
動
会　

5
月
25
日（
土
）

勝
負
の
行
方
が
最
後
ま
で
わ
か

ら
な
い
、
手
に
汗
握
る
大
接
戦

と
な
り
ま
し
た
。

■
中
学
部
入
学
式　

　

4
月
8
日（
月
）

春
の
陽
気
の
中
、
新
中
1
、

一
九
五
名
が
新
し
い
学
校
生
活
へ

の
希
望
を
胸
に
入
学
し
ま
し
た
。

■
高
二
修
学
旅
行　

　

5
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）

長
崎
で
は
平
和
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
心
に
残
る
思
い
出
の

旅
と
な
り
ま
し
た
。

■
中
１
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン　

　

5
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）

軽
井
沢
追
分
寮
に
て
新
入
生
た

ち
が
一
緒
に
過
ご
し
、
親
睦
を

深
め
な
が
ら
聖
書
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

■
高
一
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス　

　

6
月
20
日（
木
）・
21
日（
金
）

講
師
に
五
十
嵐
成
見
先
生（
花
小

金
井
教
会
牧
師
）を
お
招
き
し
、

高
校
生
に
な
っ
た
自
分
を
見
つ

め
、
学
び
ま
し
た
。

東洋英和幼稚園

大学付属かえで幼稚園

小学部

中高部

大学・大学院

英和の日々  2013年4月～7月

早野の森にて

糸と紙コップで作られた楽器

春の遠足～オリエンテーリング～

高一カンファレンス

東京女子大学とのスポーツ交流会
ラクロスの試合（黒いユニフォームが東洋英和）

■
入
園
式　

4
月
12
日（
金
）

■
新
入
園
母
子
歓
迎
会

5
月
2
日（
木
）

■
父
母
の
会　

5
月
18
日（
土
）

お
父
様
・
お
母
様
と
今
年
は
子

ど
も
も
一
緒
に
、
糸
と
紙
コ
ッ
プ

で
作
ら
れ
た
楽
器
の
演
奏
、『
ス

ト
リ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ー
』を
観
賞
し

ま
し
た
。

■
歯
磨
き
指
導　

5
月
30
日（
木
）

歯
科
衛
生
士
の
岸
玲
子
先
生
か

ら
、
歯
磨
き
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
母
と
子
の
遠
足（
四
歳
・
五
歳
児
）

　

6
月
5
日（
水
）

四
季
の
森
公
園
に
出
か
け
、
自
然

の
中
で
た
く
さ
ん
遊
び
ま
し
た
。

■
五
歳
児
キ
ャ
ン
プ　

　

7
月
10
日（
水
）〜
12
日（
金
）

親
元
を
離
れ
軽
井
沢
追
分
寮
で

生
活
を
共
に
し
ま
し
た
。
庭
で

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
た

り
、
散
歩
に
出
か
け
ま
し
た
。

【
大
学
】

■
入
学
式　

4
月
2
日（
火
）

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
合
宿

　

5
月
24
日（
金
）・
25
日（
土
）

大
学
で
の
学
長
講
演
の
後
、

千
葉
県
富
浦
へ
出
か
け
、
ゼ

ミ
ご
と
に
討
論
・
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

■
東
京
女
子
大
学
と
の

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会　

　

6
月
22
日（
土
）

第
一
〇
回
を
迎
え
た
今
年
は
東

京
女
子
大
学
に
て
行
い
、
五
種
目

で
競
い
合
い
、
二
対
三
で
東
京
女

子
大
学
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
学
院
】

■
大
学
院
コ
ロ
キ
ア
ム

　

7
月
27
日（
土
）

平
林
国
彦
さ
ん（
U
N
I
C
E
F

東
京
事
務
所
代
表
）に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
入
園
式　

4
月
11
日（
木
）

三
歳
児
四
八
名
、
四
歳
児
五
名
の

新
入
園
児
と
ご
家
族
の
方
と
共

に
礼
拝
を
守
り
ま
し
た
。

■
五
歳
児
園
外
保
育

5
月
9
日（
木
）・
30
日（
木
）

年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
は
前
年

度
の
三
月
よ
り
、
園
か
ら
路
線

バ
ス
で
一
五
分
程
の「
早
野
の
森
」

で
自
然
に
親
し
み
、
四
季
の
移

り
変
わ
り
を
感
じ
る
時
を
も
っ

て
い
ま
す
。
森
の
中
に
身
を
置

き
遊
び
を
見
つ
け
出
す
中
、
風

や
光
、
木
々
の
色
等
を
味
わ
っ

て
い
ま
す
。

■
創
立
四
〇
周
年
記
念
講
演
会

6
月
5
日（
水
）

福
音
館
書
店
相
談
役
で
あ
り
、

長
年
絵
本
の
編
集
を
手
が
け
て

い
ら
し
た
松
居
直
氏
を
お
招
き

し
、「
こ
と
ば
の
喜
び
」と
題
し

て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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卒 業 生 た ち の 軌 跡 を 追 っ て

東洋英和の中高部、大学人間科学部を卒業してからスターバックスに就職。コーヒーをお客様に
お出ししていた日々から一転、司法試験に挑戦し現在弁護士として活躍中の木南さん。
「みんなそれぞれ違う『自分らしさ』＋『英和生らしさ』のすてきな個性を持っているよ」という
思いを込めて、「楓ブレンド」という題の文章を寄せてくださいました。

楓ブレンド

落
ち
こ
ぼ
れ
英
和
生
だ
っ
た
こ
ろ

小
学
五
年
生
の
と
き
楓
祭
を
見
学
し
て

英
和
に
一
目（
？
）惚
れ
。
中
学
部
の
入
学

試
験
に
な
ん
と
か
合
格
で
き
た
。
学
力
的

に
は
少
し
高
望
み
だ
っ
た
け
れ
ど
そ
の

分
熱
意
で
カ
バ
ー
し
た
と
思
っ
て
い
る
。

中
高
時
代
は
遅
刻
は
多
い
し
成
績
も
い

ま
い
ち
。
そ
れ
で
も
英
和
が
大
好
き
で
大

学
も
そ
の
ま
ま
内
部
進
学
し
た
。
大
学
生

に
な
っ
て
も
不
真
面
目
な
の
は
相
変
わ
ら

ず
だ
っ
た
か
ら
就
職
活
動
で
苦
労
す
る
の

は
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。「
就
職
で
き

な
か
っ
た
ら
そ
の
と
き
は
そ
の
と
き
」と

あ
き
ら
め
か
け
た
こ
ろ
に
大
学
の
就
職
課

の
掲
示
板
に
一
枚
の
求
人
票
を
見
つ
け
た
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
。

日
本
で
の
店
舗
数
は
ま
だ
一
〇
程
度
で
知

名
度
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
私
は
前
年

に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
で

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
を
思
い
出
し
た
。
そ
の
年
が
初
め
て
の

新
卒
採
用
と
書
い
て
あ
る
。
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
す
る
の
が
好
き
な
私
は
応
募
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
面
接
で
感
じ
た
会
社

の
雰
囲
気
が
す
ご
く
良
く
て「
こ
こ
で
働

け
た
ら
」と
心
か
ら
思
っ
た
。

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の

店
長
だ
っ
た
こ
ろ

私
が
入
社
し
た
こ
ろ
は
会
社
が
急
成
長

を
は
じ
め
た
こ
ろ
で
次
か
ら
次
へ
と
店

舗
が
で
き
た
。
英
和
だ
か
ら
土
地
勘
が
あ

る
だ
ろ
う
と
新
規
オ
ー
プ
ン
の
六
本
木
店

に
配
属
さ
れ
た
。
半
年
後
に
は
や
は
り
土

地
勘
が
あ
る
だ
ろ
う
と
新
規
オ
ー
プ
ン
の

麻
布
十
番
店
に
異
動
。
登
校
の
時
間
帯
に

は
窓
際
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
豆
を

挽
き
な
が
ら
英
和
生
の
様
子
を
見
る
の
が

楽
し
み
で
仕
方
が
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
私
も
入
社
三
年
目
に
し
て
よ

う
や
く
店
長
に
な
っ
た
。
お
客
様
に
も
ス

タ
ッ
フ
に
も
愛
さ
れ
利
益
も
き
ち
ん
と
出

る
お
店
を
作
る
の
は
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
だ
っ
た
。
店
長
に
よ
っ
て
店
舗
の
カ

ラ
ー
に
は
か
な
り
違
い
が
出
る
の
だ
。
特

に
楽
し
か
っ
た
の
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
学
生

さ
ん
を
育
成
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
。
学
生
さ
ん
が
初
め
て「
社
会
」と
接
点

を
持
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
吸
収
し
成

長
す
る
の
を
見
守
る
の
は
嬉
し
い
こ
と

だ
っ
た
。

店
長
に
な
っ
て
三
つ
め
の
店
舗
を
任
さ

れ
た
と
き
、
ふ
と「
こ
の
お
店
で
自
分
の

役
割
を
果
た
せ
た
ら
今
の
仕
事
に
一
区
切

り
を
つ
け
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
」と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
。
そ
の

年
の
夏
休
み
、
普
段
は
新
聞
な
ん
て
読
み

も
し
な
い
の
に
、
た
ま
た
ま
旅
行
先
の
京

都
で
広
げ
た
新
聞
に
半
年
後
に
ス
タ
ー
ト

す
る
法
科
大
学
院
の
こ
と
、
司
法
試
験
の

制
度
が
変
わ
る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

で
経
験
を
積
ん
だ
社
会
人
が
弁
護
士
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
書
い
て
あ
る
記
事
を
見
つ
け
た
。
こ
こ

で
も
新
し
い
も
の
好
き
の
性
分
が
出
て

「
優
等
生
じ
ゃ
な
い
私
だ
か
ら
こ
そ
弁
護

士
に
な
っ
た
ら
き
っ
と
世
の
中
の
役
に

立
て
る
こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と

す
っ
か
り
そ
の
気
に
な
っ
た
。

弁
護
士
を
目
指
す

受
験
生
だ
っ
た
こ
ろ

ま
と
も
に
勉
強
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
か
ら
勉
強
す
る
こ
と
自
体
が
新
鮮
で
楽

し
か
っ
た
の
は
良
か
っ
た
が
、
大
変
は
大

変
だ
っ
た
。
好
き
だ
っ
た
仕
事
を
辞
め
て

ま
で
挑
戦
し
た
こ
と
、
家
族
や
友
人
が
私

の
無
謀
と
も
い
え
る
挑
戦
を
け
っ
し
て
笑

わ
ず
信
じ
て
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
、

こ
の
二
つ
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

法
科
大
学
院
を
修
了
し
て
一
回
目
の
司

法
試
験
は
不
合
格
。
そ
こ
か
ら
二
回
目
の

司
法
試
験
ま
で
の
約
八
ヶ
月
は
、
朝
六

時
に
起
き
て
か
ら
夜
十
二
時
に
寝
る
ま
で

自
分
の
持
て
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
ぼ
す
べ

て
を
勉
強
に
費
や
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
人

生
の
中
で
こ
れ
ほ
ど
何
か
に
打
ち
込
ん

だ
経
験
は
な
く
、
と
て
も
辛
か
っ
た
が
今

思
う
と
充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
。

今
の
私
〜
英
和
に
対
す
る
想
い
〜

弁
護
士
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
法
律

と
一
見
関
係
の
な
い
よ
う
に
思
え
る
経
験

や
知
識
が
役
立
つ
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
そ

う
思
う
と
勉
強
が
嫌
い
で
不
真
面
目
だ
っ

た
学
生
時
代
の
経
験
も
無
駄
で
は
な
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

怖
い
も
の
知
ら
ず
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

や
家
族
も
あ
き
れ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ぶ
り
は

英
和
で
培
わ
れ
た
も
の
。ま
た
今
で
も「
英

和
」と
い
う
共
通
点
で
盛
り
上
が
り
素
敵

な
お
つ
き
あ
い
が
は
じ
ま
る
こ
と
も
多

い
。
私
が
英
和
か
ら
受
け
と
っ
た
恵
み
を

ど
こ
か
で
誰
か
に
少
し
で
も
お
返
し
で

き
る
よ
う
日
々
精
一
杯
過
ご
そ
う
と
思
っ

て
い
る
。

弁護士
木南 麻浦 さん
1994年　高等部卒業
1998年　大学卒業（ ）

■きなみ　まほ／弁護士。中学か
ら大学の10年を東洋英和で過ごす。
1998年にスターバックスコーヒージャ
パン（株）に入社。銀座、築地等の店舗
の店長を経験。2004年に退職。現在
弁護士3年目。目黒区祐天寺の藏王法
律事務所に勤務。事務所における担
当業務は、一般市民法務全般（離婚、相
続、交通事故等）。中小規模の会社の
法務に関するご相談も多い。

KAEDE Magazineの取材で英和を訪ねた際の一枚

m.kinami@zaoo.net
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「東洋英和の絵はがき展　1914年より現代まで」を開催中です

東
洋
英
和
で
は
、
お
も
に
校
舎
の
新
築
・
改
築
や
移
転
の
際
に
絵

は
が
き
を
作
製
し
て
き
ま
し
た
。
並
べ
て
み
る
と
一
七
種
類
も
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
中
で
九
九
年
前
の
一
九
一
四
年
、
創
立
三
〇
周
年
を
記
念
し

て
作
製
し
た
絵
は
が
き
セ
ッ
ト
が
最
も
古
い
も
の
で
す
。
創
立
翌
年

の
校
舎
前
の
ミ
ス
・
カ
ー
ト
メ
ル
・
教
師
・
生
徒
の
記
念
写
真
、
一

九
〇
八
年
の
校
舎
な
ど
の
貴
重
な
写
真
が
絵
は
が
き
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
の
年
は
東
洋
英
和
幼
稚
園
が
創
設
さ
れ
た
年
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
新
築
の
幼
稚
園
園
舎
の
絵
は
が
き
も
あ
り
ま
す
。
カ

バ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
も
菊
と
楓
を
表
裏
に
散
ら
し
て
凝
っ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
、
カ
ナ
ダ
で
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々
へ
女
学
校

の
近
況
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
大
い
に
使
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
は
一
九
三
一
年
の
も
の
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
の
幼
稚
園
伝

導
館
献
堂
式
記
念
、
女
学
校
校
舎
落
成
記
念
に
続
き
ま
す
。
戦
後
は

各
部
の
校
舎
・
園
舎
の
新
築
が
だ

ん
だ
ん
カ
ラ
フ
ル
に
紹
介
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
他
、

教
員
や
卒
業
生
が
校
舎
や
追
分
・

野
尻
を
描
い
た
も
の
や
、
外
部
の

方
が
制
作
し
た
も
の
と
テ
レ
ホ
ン

カ
ー
ド
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
は
十
二
月
ご
ろ
ま
で
の
予

定
で
す
の
で
、
お
近
く
に
い
ら
し

た
際
に
は
ぜ
ひ
本
部
・
大
学
院
棟

一
階
ロ
ビ
ー
に
て
、
時
代
の
流
れ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
絵
は
が
き

展
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
も
し
こ
こ
に
漏
れ
て
い

る
絵
は
が
き
や
、
古
い
絵
は
が
き

の
現
物
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
し

た
ら
、
ど
う
ぞ
史
料
室
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

絵はがき展　展示一部
創立30周年記念絵はがきセットのカバー（裏）
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「
あ
な
た
が
た
の
髪
の
毛
ま
で
も
一
本
残
ら
ず
数
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
、
恐
れ
る
な
。
あ
な
た
が
た
は
、
た
く
さ
ん
の
雀
よ
り
も
は

る
か
に
ま
さ
っ
て
い
る
。」　

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書　

一
〇
章
三
〇
・
三
一
節

こ
こ
に
は
私
た
ち
の
人
生
と
歴
史
の
真
の
支

配
者
は
運
命
と
か
、
宿
命
で
な
く
、
天
の
父
な

る
神
様
で
あ
る
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
が
一
番
よ
く

知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
髪

の
毛
が
何
本
あ
る
の
か
す
ら
正
確
に
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
者
で
す
。
し
か
し
、
天
の
父
な
る

神
様
は
、
私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
も
知
り

尽
く
さ
れ
、
私
の
責
任
を
負
え
な
い
こ
と
ま
で

も
引
き
取
り
、
そ
の
す
べ
て
の
責
任
を
負
っ
て

く
だ
さ
る
愛
の
神
で
あ
り
、
真
の
支
配
者
、
救

済
者
で
あ
り
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち
、
す
べ
て
の

た
め
に
、
そ
の
御
子
を
さ
え
十
字
架
の
死
に
渡

さ
れ
た
方
」が
、
私
た
ち
の
人
生
と
歴
史
の
全

知
全
能
の
支
配
者
で
あ
り
、
ま
た
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
、
受
肉
す
る
神
、
私
た
ち

の
歴
史
に
巻
き
込
ま
れ
る
神
、
連
帯
す
る
神
で

あ
る
の
で
す
。

常
務
理
事　

深
町 

正
信

 

加
藤 

信
子 

氏　

元
中
高
部
教
諭
等　

二
〇
一
三
年
五
月
一
五
日

 

山
本 

元
子 

氏　

元
小
学
部
教
諭　
　

二
〇
一
三
年
七
月
一
六
日

訃  

報　
―
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
―
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文：北崎 勝彦（中学部教頭）　題字・イラスト：北崎 直子

■同窓会総会報告
梅雨の晴れ間となった6月1日、6会の同窓会が六
本木校地に集まりそれぞれの総会を持ったあと、新
マーガレット・クレイグ記念講堂で「同窓会は一つ」
の思いで総会を開催いたしました。
急逝された池田理事長・院長先生をお偲びし先生
の愛唱讃美歌312番の前奏曲に黙祷し礼拝を始めま
した。議事はすべて承認され、2013年度の歩みがス
タートいたしました。吾妻國年副院長から池田先生
ご逝去に関するご報告をいただき、西田哲也法人事
務局長より六本木再開発の現状と楓の会についてお
話をいただきました。
池田先生が常に大切に示された［敬神奉仕］の建学

の精神をしっかりと受け継いで参りましょう。
催事には楓の会から生まれた混声合唱団ザ・メイ

プルズをお迎えし、オペラコンサートを楽しみました。
お茶の会では懐かしい再会の輪が広がり、名残惜し
みつつの散会となりました。

数
年
前
、
あ
る
問
い
合
わ
せ
の
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。
何
で
も
…
夏
休
み
明
け
に
登
校

し
た
高
校
生
の
娘
さ
ん
が「
赤
い
月
が
見
え

た
か
ら
近
い
う
ち
に
大
地
震
が
起
こ
る
と
学

校
中
の
噂
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
当
だ

ろ
う
か
」と
、
非
常
に
心
配
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

例
年
、
夏
か
ら
秋
の
初
め
に
か
け
て
、
こ

の
よ
う
な
噂
が
立
つ
こ
と
が
多
く
、
心
配
を

な
さ
る
方
は
結
構
多
い
と
思
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も「
赤
い
月
」で
検
索
し
て
み

る
と
大
地
震
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
記
事
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
赤
い
月
を
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と

は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
出
て
間
も
な

い
月
の
よ
う
に
低
空
の
月
は
赤
く
見
え
や
す

い
の
で
す
。
そ
れ
は
朝
焼
け
や
夕
焼
け
と
同

じ
理
由
で
す
。
月
や
太
陽
の
光
は
高
度
が
低

い
時
は
地
球
の
大
気
の
中
を
長
く
通
っ
て
私

た
ち
の
目
に
届
き
ま
す（
図
1
）。
大
気
の
中
に

は
塵
や
水
蒸
気
な
ど
、
光
に
と
っ
て
障
害
物

と
な
る
も
の
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

長
く
大
気
の
中
を
通
っ
て
く
る
と
波
長
の
短

い
青
系
の
光
は
途
中
で
散
乱
さ
れ
て
私
た
ち

の
目
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
波
長
の
長
い
赤
系

の
光
だ
け
が
塵
や
水
蒸
気
を
す
り
抜
け
て
私

た
ち
の
と
こ
ろ
ま
で
届
く
の
で
す（
図
2
）。

夏
の
満
月
は
冬
の
太
陽
の
よ
う
に
高
度
が

低
い
ル
ー
ト
を
通
っ
て
い
き
ま
す
。
低
空
を

通
れ
ば
月
が
赤
や
オ
レ
ン
ジ
に
見
え
る
時
間

も
そ
れ
だ
け
長
く
な
り
、
夏
は
月
が
赤
く
見

え
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
夏
の
大

気
中
に
は
塵
や
水
蒸
気
も
多
く
な
り
ま
す
の

で
、
他
の
季
節
に
比
べ
、
さ
ら
に
月
が
赤
っ

ぽ
く
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
と
は

逆
に
冬
の
満
月
が
青
白
く
冴
え
冴
え
と
見

え
る
こ
と
が
多
い
の
は
、
月
が
高
度
の
高
い

ル
ー
ト
を
通
る
う
え
に
大
気
が
澄
ん
で
い
る

か
ら
で
す
。

そ
し
て
…
九
月
一
日
は
防
災
の
日
。
八
月

か
ら
九
月
に
か
け
て
は
防
災
関
連
の
報
道
や

番
組
が
多
く
な
り
、
防
災
用
品
も
店
の
目
立

つ
位
置
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
心

理
的
に
も
大
地
震
の
ム
ー
ド
を
高
め
ま
す
。

赤
い
月
が
見
え
た
。
大
地
震
が
起
こ
る
の
で

は
？　

と
不
安
に
思
う
人
が
多
く
な
る
の
も

頷
け
ま
す
。

赤
い
月
は

大
地
震
の
前
兆
!?
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ミス・カートメルの生誕地ソロルド市に最初の桜植樹が行われました。ハミルトン
市も公園の中に桜の丘が完成予定です。宣教師を送り出してくださった
カナダの地に皆様のご協力により“ありがとうの桜”が咲こうとしています。
現地での式典等順次ご案内して参ります。

2013年度後援会役員会・総会報告
7月5日（金）、後援会役員会・総会がANAインターコンチネンタルホテル東京で開
催され、出席者数は学院側も含め約400名でした。
役員会では、①役員改選案の承認と新役員紹介②常任役員退任と新常任役員就任
③2012年度収支決算④2013年度収支予算案について審議が行われ、全て承認さ
れました。
総会では金子栄一後援会会長挨拶、村上陽一郎学長・副院長挨拶の後、学院出席
者紹介、役員会審議事項の報告、退任・新任常任役員挨拶などが行われ、その後学
院各部代表者より現状報告がありました。また、懇親会では、なごやかな歓談の時
を持ちました。

後援会より

後援会常任役員の皆さん

桜プロジェクト実行委員会からのご報告

（図1）高度の違いによる太陽や月
の光の届き方

（図2）赤系の光は、波長の短い青
系の光に比べて、塵などにはねと
ばされる確率が低くなり、長く大
気の間を通ってきても私たちのと
ころまで届きます

Vol.5

皆既月食の時も月が赤く見えます
（2011年12月10日撮影）
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